
(57)【要約】
本発明は、赤外線温度計（特に、体温を測定する為の耳温度計）に関し、赤外線センサ、
加熱素子により加熱可能な測定先端部、ユーザにより作動可能な起動装置、表示装置を備
える。本発明は、また（特に加熱可能な測定先端部を有する放射温度計による）体温測定
方法に関する。ユーザが起動装置を作動させた後、前記制御装置は加熱素子のスイッチを
切る。一定時間の後、複数の温度測定が連続して実行され、前記測定された温度から表示
されるべき温度が決定されるか、エラーメッセージが表示される。遅くとも、最大の測定
時間が経過した後、あるいは、最多の温度が測定された後、表示されるべき温度あるいは
エラーメッセージが表示装置上に表示される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
赤 外 線 型 放 射 温 度 計 （ 特 に 、 体 温 測 定 用 耳 温 度 計 ） で あ っ て 、
赤 外 線 セ ン サ 、 加 熱 素 子 に よ り 加 熱 可 能 な 測 定 先 端 部 、 ユ ー ザ に よ り 操 作 可 能 な 起 動 装 置
、 制 御 装 置 、 表 示 装 置 を 備 え 、
前 記 制 御 装 置 は 、 ユ ー ザ が 前 記 起 動 装 置 を 作 動 し た 後 、 一 定 時 間 が 経 過 し た 後 、 交 互 に 複
数 の 温 度 測 定 を 実 行 し 、 測 定 さ れ た 温 度 か ら 、 表 示 さ れ る べ き 温 度 を 決 定 す る か 、 あ る い
は 、 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 発 生 さ せ 、 遅 く と も 最 大 測 定 時 間 が 経 過 し た 後 、 あ る い は 温 度 測
定 の 最 多 回 数 の 後 、 表 示 さ れ る べ き 温 度 を 表 示 す る か 、 あ る い は 、 前 記 表 示 装 置 上 に エ ラ
ー メ ッ セ ー ジ を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 赤 外 線 型 放 射 温 度 計 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 装 置 は 、 測 定 さ れ た 温 度 の 有 効 性 の 為 の 基 準 を 決 定 し 、 そ の 後 、 そ の 基 準 が 満 足
さ れ る か 最 小 測 定 時 間 の 後 、 あ る い は 、 温 度 測 定 の 最 少 回 数 の 後 、 当 該 基 準 が 最 大 測 定 期
間 内 に 満 足 さ れ る こ と が 期 待 で き な い 場 合 、 あ る い は 、 最 多 温 度 測 定 回 数 の 後 、 エ ラ ー メ
ッ セ ー ジ を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 温 度 計 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 制 御 装 置 に よ り 制 御 可 能 で あ り 、 ユ ー ザ に 対 し 、 温 度 測 定 シ ー ケ ン ス 及 び ／ 又 は 終 了
を 合 図 す る 、 信 号 装 置 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 温 度 計 。
【 請 求 項 ４ 】
デ ー タ 記 憶 装 置 お よ び 信 号 装 置 を 更 に 有 し 、 前 記 デ ー タ 記 憶 装 置 に 記 憶 さ れ た デ ー タ は 前
記 信 号 装 置 に よ り 出 力 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 温 度 計 。
【 請 求 項 ５ 】
耳 の 中 に 温 度 計 が 挿 入 さ れ た か 否 か を 決 定 す る こ と が で き る 検 知 装 置 を 更 に 有 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 温 度 計 。
【 請 求 項 ６ 】
加 熱 可 能 な 測 定 先 端 部 （ 特 に 、 体 温 測 定 用 耳 温 度 計 ） を 備 え る 放 射 型 温 度 計 に よ り 温 度 を
測 定 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 温 度 計 の ス イ ッ チ を 入 れ た 後 、 前 記 温 度 計 の 測 定 先 端 部 を 加 熱 す る 加 熱 素 子 の ス イ ッ
チ が 入 り 、 起 動 装 置 を 作 動 さ せ た 後 、 前 記 加 熱 素 子 の ス イ ッ チ が 切 ら れ 、 一 定 時 間 が 経 過
し た 後 、 交 互 に 複 数 の 温 度 測 定 が 実 行 さ れ 、 測 定 さ れ た 温 度 か ら 表 示 さ れ る べ き 温 度 が 決
定 さ れ る か エ ラ ー メ ッ セ ー ジ が 発 生 さ れ 、 遅 く と も 、 最 大 温 度 測 定 時 間 が 経 過 し た 後 、 あ
る い は 、 最 多 温 度 測 定 回 数 の 後 、 表 示 さ れ る べ き 温 度 ま た は エ ラ ー メ ッ セ ー ジ が 前 記 表 示
装 置 上 に 表 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 測 定 さ れ た 温 度 の 有 効 性 の 基 準 が 決 定 さ れ 、 そ の 後 、 前 記 基 準 が 満 足 さ れ た と き に 表
示 さ れ る べ き 温 度 が 表 示 さ れ 、 最 小 測 定 時 間 あ る い は 最 少 温 度 測 定 回 数 の 後 、 前 記 最 大 測
定 時 間 以 内 あ る い は 最 多 温 度 測 定 回 数 の 後 に 、 前 記 基 準 が 満 足 さ れ る こ と が 期 待 で き な い
場 合 に は エ ラ ー メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 温 度 測 定 シ ー ケ ン ス 及 び ／ 又 は 終 了 が ユ ー ザ に 対 し て 合 図 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 ６ ま た ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
温 度 測 定 は 、 前 記 温 度 計 の 前 記 測 定 先 端 部 が 耳 の 中 に 置 か れ た こ と を 検 知 装 置 が 確 証 し た
場 合 に 限 り 開 始 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 加 熱 さ れ た 測 定 先 端 部 を 備 え る 放 射 型 温 度 計 に 関 し 、 特 に 、 温 度 を 測 定 す る 為
の 赤 外 線 温 度 計 に 関 す る 。 そ の よ う な 温 度 計 は 、 赤 外 線 セ ン サ 、 周 辺 温 度 セ ン サ 、 評 価 装
置 を 含 む こ と が 知 ら れ て い る が 、 評 価 装 置 は 、 セ ン サ の 出 力 信 号 か ら 測 定 対 象 の 温 度 を 決
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定 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
加 熱 素 子 に よ っ て 加 熱 可 能 な 測 定 先 端 部 を 備 え る 赤 外 線 型 耳 温 度 計 は 、 Ｗ Ｏ ０ ０ ／ ５ ８ ７
０ ３ 号 か ら 既 知 で あ る 。 高 温 の 測 定 先 端 部 が 聴 覚 管 に 挿 入 さ れ る と 、 測 定 先 端 部 と 聴 覚 管
と の 間 で 熱 交 換 は ほ と ん ど な さ れ な い の で 、 測 定 先 端 部 と 聴 覚 管 は 、 温 度 測 定 中 、 熱 的 平
衡 状 態 に な る 。 こ の 場 合 、 前 記 聴 覚 管 よ り 聴 覚 管 内 に 挿 入 さ れ た 測 定 先 端 部 の 温 度 が 低 い
場 合 に は 、 当 該 聴 覚 管 の 冷 却 の 結 果 と し て 生 じ る 測 定 誤 差 は 、 避 け ら れ る 。 耳 温 度 計 は 、
ま た 、 測 定 先 端 部 の 温 度 を 調 整 す る 為 の 制 御 装 置 が 備 え ら れ 、 こ の 測 定 先 端 部 は 、 測 定 先
端 部 が 聴 覚 管 内 に 配 置 さ れ て い る か 決 定 し 、 測 定 先 端 部 が 聴 覚 管 内 に 挿 入 さ れ る か 取 り 出
さ れ る と き に 加 熱 素 子 の ス イ ッ チ を 入 れ た り 切 っ た り す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
Ｅ Ｐ １ ０ ８ １ ４ ７ ５ 号 か ら 赤 外 線 型 温 度 計 は 既 知 で あ る が 、 こ の 測 定 先 端 部 は 、 そ こ に 配
置 さ れ た 加 熱 可 能 な 赤 外 線 セ ン サ に よ り 前 端 部 で 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 加 熱 可 能 な 測 定 先 端 部 を 備 え る 放 射 型 温 度 計 と 、 加 熱 可 能 な 測 定 先 端 部
を 持 た な い 温 度 計 か ら 既 知 の 、 同 一 の 簡 単 な 操 作 を 許 容 す る 温 度 計 の 計 測 方 法 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に よ る 温 度 計 は 、 測 定 シ ー ケ ン ス を 制 御 す る 為 の 装 置 が
提 供 さ れ る 。 本 発 明 に よ る 温 度 計 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 制 御 装 置 と 評 価 装 置 は 、
表 示 装 置 も 制 御 す る マ イ ク ロ ・ コ ン ト ロ ー ラ 等 の 内 部 で 組 み 合 わ さ れ て い る 。 測 定 シ ー ケ
ン ス は 、 測 定 先 端 部 が 加 熱 素 子 に よ っ て 直 接 加 熱 さ れ る か 、 加 熱 可 能 な 赤 外 線 セ ン サ に よ
り 間 接 的 に 加 熱 さ れ る か と は 無 関 係 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 に よ る 測 定 シ ー ケ ン ス は 、 以 下 の 通 り で あ る 。 最 初 に ユ ー ザ は 、 既 知 の 方 式 で 温 度
計 の ス イ ッ チ を 入 れ る 。 す る と 、 温 度 計 の 測 定 先 端 部 は 自 動 的 に 特 定 温 度 （ 例 え ば 、 お よ
そ ３ ７ ℃ ） ま で 加 熱 さ れ る 。 こ の 温 度 は 、 Ｗ Ｏ ０ ０ ／ ５ ８ ７ ０ ３ や Ｅ Ｐ １ ０ ８ １ ４ ７ ５ か
ら 既 知 の 構 造 を 持 つ 温 度 計 で 非 常 に 短 時 間 （ 例 え ば 、 数 秒 ） で 達 成 さ れ る 。 そ の た め 、 温
度 計 は 、 こ の よ う に 測 定 の 準 備 が で き て い る 。 ユ ー ザ は 、 直 ち に 温 度 計 の 測 定 先 端 部 を 耳
の 中 に 挿 入 し 、 起 動 装 置 を 作 動 す る こ と に よ り （ 例 え ば 、 ボ タ ン を 押 す こ と に よ り ） 温 度
測 定 を 始 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ る 温 度 計 は 、 ま た 、 温 度 計 の 測 定 先 端 部 が 耳 の 中 に 挿 入 さ れ た か 否 か を 確 証 す
る 検 知 装 置 を 含 む こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 測 定 装 置 を 耳 の 中 に 挿 入 す る こ と に よ り 起 動
装 置 の 作 動 を 同 期 、 す な わ ち 、 挿 入 後 、 検 知 装 置 が 耳 の 中 に 配 置 さ れ た こ と を 確 証 し 、 こ
の 時 点 で 、 ユ ー ザ が 起 動 装 置 を （ 更 に ） 特 別 に 作 動 さ せ る こ と な く 、 更 な る 測 定 プ ロ セ ス
が 開 始 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
電 池 駆 動 式 温 度 計 で は 、 ユ ー ザ が 起 動 装 置 を 不 作 動 に し な い 場 合 、 電 流 を 節 約 す る 為 、 例
え ば １ 分 後 、 温 度 計 が 自 動 的 に ス イ ッ チ を 切 る こ と が 特 に 好 都 合 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ユ ー ザ が 本 発 明 に よ る 赤 外 線 型 温 度 計 で 起 動 装 置 を 作 動 さ せ た 後 、 以 下 の よ う に 測 定 プ ロ
セ ス が 自 動 的 に 起 こ る ： 最 初 に 、 測 定 先 端 部 の 加 熱 の ス イ ッ チ が 切 ら れ る 。 好 ま し く は 、
一 定 時 間 （ 例 え ば 、 １ 秒 ） 経 過 後 、 測 定 対 象 （ 例 え ば 、 特 に 体 温 ） の 温 度 が 数 回 測 定 さ れ
る 。 こ の 測 定 シ ー ケ ン ス の 遅 れ は 、 測 定 先 端 部 や 赤 外 線 セ ン サ に 存 在 す る 可 能 性 が あ る 温
度 差 を 温 度 測 定 前 に 等 し く す る と い う 利 点 が あ る 。 表 示 さ れ る 測 定 対 象 の 温 度 は 、 そ の 後
、 測 定 さ れ た 温 度 か ら 決 定 さ れ 、 遅 く と も 最 大 測 定 時 間 の 経 過 後 、 あ る い は 、 温 度 測 定 の
最 多 回 数 の 後 、 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 。 し か し 、 測 定 温 度 が 互 い に 異 な り 過 ぎ た り 、 連 続
し て 測 定 さ れ た 温 度 の 最 少 回 数 が 少 な く と も 概 略 同 一 で な か っ た り 、 測 定 プ ロ セ ス の 過 程
で 特 定 値 に 落 ち 着 か な か っ た り 、 測 定 温 度 の 有 効 性 に 適 し た 他 の 基 準 が 満 足 さ れ な い 場 合
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、 温 度 の 代 わ り に エ ラ ー メ ッ セ ー ジ が 出 力 さ れ 、 ユ ー ザ に 対 し 温 度 測 定 プ ロ セ ス を 繰 り 返
す こ と を 勧 め る こ と が 有 利 で あ る 。 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ は 、 も し 、 最 大 測 定 時 間 以 内 あ る い
は 最 多 温 度 測 定 回 数 の 後 で も 有 効 な 温 度 値 が 期 待 で き な い 場 合 に は 、 最 小 測 定 時 間 ま た は
最 少 温 度 測 定 回 数 の 後 に 出 力 可 能 で あ る 。 し か し 、 測 定 温 度 が 互 い に 違 い す ぎ ず 、 あ る い
は 、 連 続 し た 最 少 の 測 定 回 数 が 少 な く と も 概 略 同 一 で あ っ た り 、 測 定 プ ロ セ ス の 過 程 で 特
定 値 に 落 ち 着 い た り 、 又 は 、 測 定 温 度 の 有 効 性 に 適 し た 他 の 基 準 が 満 足 さ れ る 場 合 、 表 示
さ れ る べ き 温 度 は 直 ち に （ す な わ ち 、 最 大 測 定 時 間 が 経 過 す る 前 、 あ る い は 最 多 温 度 測 定
回 数 の 前 に ） 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ る 温 度 計 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 現 在 の 温 度 測 定 中 、 信 号 装 置 が 制 御 装
置 に よ っ て 作 動 さ れ る （ 例 え ば 、 測 定 プ ロ セ ス が 完 了 し た こ と を ユ ー ザ に 表 示 す る 光 点 滅
形 式 の Ｌ Ｅ Ｄ 及 び ／ 又 は 連 続 し た 警 告 音 に お い て 、 例 え ば 、 Ｌ Ｅ Ｄ の 連 続 し た 点 灯 及 び ／
又 は 長 い 警 告 音 ） 。 こ の 場 合 、 ユ ー ザ は 全 測 定 プ ロ セ ス が 完 了 す る 前 に 耳 か ら 温 度 計 を 取
り 出 す こ と が 防 止 さ れ る 筈 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ る 温 度 計 の 有 利 な 実 施 形 態 に お い て 、 デ ー タ 記 憶 装 置 と 前 述 し た 信 号 装 置 を 有
し 、 こ れ に よ り 、 デ ー タ 記 憶 装 置 内 で 記 憶 さ れ た デ ー タ （ 例 え ば 、 測 定 温 度 、 表 示 温 度 、
実 行 さ れ た 測 定 シ ー ケ ン ス の 全 回 数 な ど ） は 、 出 力 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 Ｌ Ｅ Ｄ や 警 告
音 は 、 特 定 方 式 で 符 号 化 さ れ て お り 、 こ の デ ー タ は 、 外 部 読 取 機 に よ り 記 録 さ れ 、 解 読 さ
れ 、 更 に 、 処 理 及 び ／ 又 は 表 示 さ れ る 。
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